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市
内
の
鉄
道
に
は
、
Ｊ
Ｒ
舞
鶴

線
（
真
倉
駅
〜
東
舞
鶴
駅
）
と
Ｊ

Ｒ
小
浜
線
（
東
舞
鶴
駅
〜
松
尾
寺

駅
）。
そ
し
て
、
京
都
丹
後
鉄
道
の

宮
舞
線
（
西
舞
鶴
駅
〜
丹
後
神
崎

駅
）
の
３
路
線
７
駅
が
あ
る
。

か
つ
て
は
、
東
舞
鶴
駅
〜
中
舞

鶴
駅
（
現
：
中
総
合
会
館
付
近
）

を
結
ぶ
中
舞
鶴
線
や
松
尾
寺
駅
か

ら
朝
来
地
区
に
あ
っ
た
火か

や
く
し
ょ
う

薬
廠
ま

で
の
び
る
側
線
、
西
舞
鶴
駅
か
ら

京
都
舞
鶴
港
を
結
ぶ
舞
鶴
港
線
な

ど
も
走
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
自

動
車
の
普
及
な
ど
、
社
会
情
勢
の

変
化
と
と
も
に
そ
れ
ら
は
姿
を
消

し
て
い
っ
た
。

一
方
、
舞
鶴
を
走
る
鉄
道
に
は
、

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
開
業
当

時
の
駅
舎
が
残
る
松
尾
寺
駅
や
沿

線
の
ト
ン
ネ
ル
・
橋
な
ど
の
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
構
成
文
化

財
で
も
あ
る
施
設
が
今
も
現
役
で

利
用
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
旧
国
鉄
の
宮
津
線
に
あ

た
る
路
線
で
営
業
す
る
京
都
丹
後

鉄
道
に
は
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

水
戸
岡
鋭
治
氏
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
監
修
し
た
車
両
「
丹
後
の
海
」「
丹

後
あ
か
ま
つ
号
」「
丹
後
く
ろ
ま
つ

号
」「
丹
後
あ
お
ま
つ
号
」「
コ
ミ

ュ
ー
タ
ー
車
両
」
が
運
行
。
列
車

内
で
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
コ
ー

ス
料
理
を
提
供
し
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
列
車
を
運
行
し
、
新
し

い
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

鎮
守
府
の
設
置
と
と
も
に
近
代

化
を
歩
ん
だ
遺
産
や
自
動
車
が
普

及
す
る
以
前
の
人
々
の
移
動
、
貨

物
の
運
搬
を
支
え
て
き
た
歴
史
と
、

観
光
列
車
と
い
う
新
し
い
鉄
道
の

あ
り
方
。
鉄
道
は
、
ま
ち
と
ま
ち
、

過
去
と
未
来
を
結
ん
で
こ
れ
か
ら

も
走
り
続
け
て
い
く
⋮
。

①大正11年開業当時の姿が残る松尾寺駅（吉
坂）②東舞鶴駅のホームに並ぶ「特急まいづる」
と「丹後の海」（浜町）　③田畑の中を走る「丹
後の海」（清道）　④由良川・道路と併走する見
晴らしのいい区間（蒲江）⑤観光列車として運
行されている「丹後あかまつ号」（油江）　⑥単
線のため東雲駅で行き違い列車を待つ（水間）
⑦先頭車両の窓は子ども達や観光客に人気の特
等席（油江）
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市内鉄道路線図

線路とともに歩む
まちとまち、過去と未来を結ぶ
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